
コロナ渦もあり、働き方やコミュニケーションの形もますます複雑になっている昨今、先行きの見えない不安やストレスから心を病む人は増え、心のケアの重要性は高まっている。カウンセリングでは、考えや気持ちを誰かに話す、それらについて対話し続けることで様々な変化や気付きを生み出すこともできる。

しかし、現在の日本において、カウンセリングとは「心の病と診断された人や、既に不調を感じている人が受診するもの」という認識が強い。

この建物では、そのカウンセリングの敷居の高さを軽減し、日常的にちょっとした心の不調を話せるメンタルヘルスに対する予防の場としての新たなカタチを提案する。

第三者に相談できる場の敷居を低くすることによって、より良い労働環境や学校生活が生まれることを期待する。



【県営本町住宅跡地の土地活用】

現在は雑草が生い茂り、誰も立ち入ることが出来ない空き地が広がっている。

姫路駅や姫路城からも近く、多くの人が訪れやすい土地である。

計画敷地は歴史的な石垣に囲まれている。そのため、外の音が聞こえにくく、静かで安心感のある場所である。

また、観光地に相談できる場所を設けることで、生活圏以外の相談所としても機能する。

カウンセリング

課題
軽度

・リスニング（傾聴）
・共感 /要約 /示唆
・自己成長
・相談者自信が解決の方向
を見出していく

・共同作業 (体験）をすること
によって話す機会を設ける
・相談者同士の対話（集団的）
・心理教育（サイコエデュケー
ション）
・能動的に学ぶ

・精神分析 /行動療法
・芸術療法 /セラピー
・無意識 /トラウマ
・認知 /感情 /行動 /パー
ソナリティの変容

・心理検査
・知的検査 /発達検査 /性格
検査等
・知能 /性格傾向 /適応水準
/心理状態

・診断 /治療
・投薬

実生活・日常的問題

重度

精神病

心理療法 アセスメント 治療（医療）

アプローチ

実施者 心理カウンセラー

利用者同士
臨床心理士

医師

育てるカウンセリング

何回目で効果を実感したか？カウンセリングの利用頻度

利用したことがない
初回

対象敷地

神姫バス姫路営業所

大手門駐車場

姫路城

白鷺小中学校

兵庫県立姫路聴覚特別支援学校

特別史跡指定区域
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近年、日本において心の病を抱える人の数は年々増加傾向にある。

そこで私たちがうまく活用していくべきなのは” 心理カウンセリング ” である。

日本においてその利用率は低く、アメリカの 42%に対し、日本は 6%の人しかカウンセリングを利用して

いない。つまり 94%の人がカウンセリングを利用したことがないという実態がある。

また、カウンセリングを利用した人は 59％もの人が初回で効果を実感している。

日本においてカウンセリングは治療が必要とされる段階で行くものだと考えている人が多いが、

もっと予防的に心理カウンセリングやセラピーが利用されるべきである。

五感とは、視覚（見る）、聴覚（聴く）、味覚（味わう）、嗅覚（嗅ぐ）、触覚（皮膚で感じる）

の 5つの感覚のことである。

五感と脳は密接な関係にあり、脳が疲れていると五感が鈍くなったり、

逆に五感が鈍ることによって脳の疲れを引き起こしたりと、身体に悪影響が起こる。

そこで、五感を刺激するしかけを建物全体で設計することによって

今回設計した建物が、気分転換を図る場所、癒しの場所として機能する。

ストレスが症状として現れるのを予防するために、建物の利用者同士が会話しやすい場を提案する。

カウンセリングの前段階に、問題発生の予防や、思考・感情・行動の教育開発に役立つカウンセリングという意味を持つ育てるカウンセリング、

という段階を挿入する。これはカウンセリング以降の段階を表す、治すカウンセリングと対照的な概念である。

利用者同士が会話できる集団的で能動的な体験の場をつくることで、話すことへの抵抗感をなくし、問題発生の予防方法について考えることができる。

また、ストレスマネジメントが課題になっている現代社会では、特に「カウンセリング」のニーズが高い。

メンタルサポートが必要な人に対して、初期段階でカウンセラーが適切な「カウンセリング」「リスニング」などを行うことによって

症状が軽いうちに解決を図り、重度や鬱、自殺を防止する効果がある。

木で内装が施されていると壁に背中を接触させたり、

床に座ったりするなどの身体を接触させる行為が増えるとの報告があるということから、

相談の起点となる場所に木材の構造壁を設けた。

また、木材は、柔らかで温かみのある感触を有し、その香りは心を落ち着かせる効果もある。

壁として空間を分けるだけでなく、本棚や、意見交換のためのパネルとしても機能する。

何か気になることがあった時、気持ちをきっぱり切り替えるのは難しい。そこで、” 場面” を意識的に切り替えることによって気分転換を図る。今回は、敷地の立地という観点から姫路観光の要素を含めた体験内容を提案する。

また、これらの体験内容が会話の種となり、第三者へ話すということへのハードルが下がるそして、より多くの五感を刺激する場所となる。

対象敷地を北東からみる

敷地周辺の現在敷地周辺の川（船場川）

兵庫県姫路市
人口 53.57 万人

世界遺産である姫路城が有名

兵庫県

敷地を囲む石垣と埋門跡何もないまっさらな土地が広がってい

る。姫路城を見ることができる。

近くに大きな道路が通っているが、

塀があるので静かな敷地である。

姫路城周辺であるため水場が多い。また、

春は桜、秋は紅葉を楽しむことができる。

姫路城の塀が敷地を囲んでいる。

建物のプライバシー性が高まる。

調理室（和菓子づくり体験 etc...） 工作室（漆喰塗り体験 etc...） 畳スペース（写経体験 etc...） 音楽室（合唱 etc...）

プレイスペース
（心理劇）

カウンセリング室
（完全個室）

スタッフ室 調理室テラス
プレイスペース
（心理劇）

受付 エントランス

倉庫コロナ渦もあり、働き方やコミュニケーションの形もますます複雑になっている昨今、先行きの見えない不安やストレスから心を病む人は増え、心のケアの重要性は高まっている。カウンセリングでは、考えや気持ちを誰かに話す、それらについて対話し続けることで様々な変化や気付きを生み出すこともできる。

しかし、現在の日本において、カウンセリングとは「心の病と診断された人や、既に不調を感じている人が受診するもの」という認識が強い。

この建物では、そのカウンセリングの敷居の高さを軽減し、日常的にちょっとした心の不調を話せるメンタルヘルスに対する予防の場としての新たなカタチを提案する。

第三者に相談できる場の敷居を低くすることによって、より良い労働環境や学校生活が生まれることを期待する。
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植物を育てるセラピーができる

小さい子供が遊ぶことができる広場

ベンチに座って、緑を眺めながら休憩

身体を動かして、気分転換
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水に映る

計画敷地周辺は緑が多く川が流れている。その環境を取り込むため、

敷地には多くの水辺と緑を配置した。

緑や水辺が多いことで落ち着く場所を創出している。

自然が多いことによって五感が刺激され、癒し効果が高まる。

育てるカウンセリングとは、子供に関わる不登校やいじめ、授業不成立といった

問題の発生を予防し、子供の発達を支援することである。

子供自身が問題に対処する能力を育て、自分で問題を予防し、自分自身で成長させていく

能力を育むことを最終目標としている。

計画敷地は近隣に小中学校があることから、主な利用対象者を小中学生とし、

心理学的な知識を学ぶ場としても機能する。

細かい吹き抜けで繋がる上下空間 フロア差でつくる広場開口部の位置

テニスコート

自転車置き場（48台）

駐車場（27台）

水盤

池

畑

遊具

小中学生国道２号線から埋門跡を

超えてくる人々の流れ

姫路城からくる

観光客の流れ

船場川沿いに歩いてくる

人々の流れ

開閉できるガラス張りのドア

現在主流のカウンセリングはプライバシーという観点から閉め切った個室で行われることが多い。

これは治療的カウンセリングの側面が強く、より多くの人が触れるべきである

予防的カウンセリングを行うカタチには適していないと考える。

閉め切った個室だと中の様子が分からず、最初の一歩が踏み出しにくい。

そこで『全く見えない、聞こえない』といった場所だけでなく、

『見えにくい、聞こえにくい』といったしかけを作る。

これによって空間が想像しやすく、安心感が生まれる。

一歩を踏み出しやすくすることで、より多くの人にとってカウンセリングが身近な存在になる。

また、今回一階では、集団を対象としたロールプレイ方式のカウンセリングを想定している。

扉を開閉して利用することで、様々な大きさの集団に対応することができる。

フロア差のある広い空間を作ることによって心理劇（ロールプレイ）をする場所としても利用できる。

従来の個人を対象とした治すカウンセリングのままでは、予防的に利用することは難しく、

利用者同士の交流も生まれにくい。そこで、集団的で能動的な育てるカウンセリングを利用する。

心理教育（サイコエデュケーション）とは、開発的・予防的カウンセリングの一つで、集団に対

して、心理学的な考えや行動の仕方を、能動的に教える方法である。これは個人的に、

受動的に行う従来のカウンセリングとは対照的な方法である。

今回はこの心理療法（サイコエデュケーション）の学習形態の中で

最も能動的に取り組むことができるワークショップ方式に倣って計画した。

治療的カウンセリング

治すカウンセリング

心理療法（サイコエデュケーション）

１.集団に対して

２.心理学的な考えや、行動の仕方を

３.能動的に

・授業方式（情報提供・説明）
・ワークショップ方式（ロールプレイ、スキル訓練）
・メディア方式（パンフレット・ビデオテープ）

学習形態

開発的・予防的カウンセリング

個人レベル

育てるカウンセリング

集団レベル
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グループディスカッションスペース会議室 音楽室 グループディスカッションスペース

スタッフ室 スタッフ室

工作室

カウンセリング室カウンセリング室 リモート室吹き抜け

トイレ

プレイスペース

木材の構造壁の下でおしゃべり

カウンセリング室
休憩室
兼
待合室

2FL 3300

木材の構造壁の周りには本棚やソファがあり、

人々が集う場となっている
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演技ができるプレイスペース

C-C’ 断面図　１：３００ D-D’ 断面図　１：３００

一階平面図（扉を閉めた状態） 　１：３００　 一階平面図（扉を開けた状態） 　１：３００　

グループ別相談室 グループディスカッション

少しフロアが下がったプレイスペース部分を使って心理劇をすることができる。

心理劇とは集団心理療法の一つである。参加者が台本なしの即興劇を行う。

心理劇では、即興劇を用いて、人との関わりを学ぶことができる。

また、座学ではなく、実際に身体を動かし友達と触れ合って学ぶので、

情緒が動き、気付きが情緒レベルまで広がる。

いじめや不登校、授業不成立などの問題について子供同士で意見交換をする。

なぜ起こってしまうのか、どう行動すれば良いのか、子供自身が考える時間を設ける。

扉を閉めることで、音を遮断し班ごとの話し合いに集中することができる。

ガラス張りであるので、子供の様子を大人が監視することもできる。

セッション後半には扉を開けることで大きな空間が生まれ、大人数で話し合いをすることができる。

平面図の緑の部分に布で覆った緑の庭を設ける。

布という柔らかいテクスチャーが緩やかに空間を分ける。

上部には天窓がついているので、

光を室内に届けるという役割も果たしている

一般にグループの人数は 10人前後で、一回のセッション時間は、約 50分である。

導入：ピンク色のプレイスペースで会場作りやウォーミングアップを行う

展開：ピンク色のプレイスペースで階段を観客席に即興劇を行う

共有：水色のグループディスカッションスペースで感想や振り返りを共有する

導入

導入

自己紹介やゲームで

心身の緊張をほぐす

実際に即興劇を演じる

いじめ、親子の関係などについて演じる

劇を振り返り

感想を共有する

展開

展開

共有

共有

50min.40min.15min.

４～６人のグループで話し合う

扉を閉めた状態 扉を開けた状態

複数のグループで意見交換

50min.25min.

視線
視線

視線

光

人の導線

テラスでも室内と同じく、構造壁の

周りに机や椅子が配置されている

個室カウンセリング室への視線を遮る壁

階段を観客席として利用する

調理室と一体的利用が可能

隠れた場所で休憩することができる 工作物の展示場所としても機能する

本棚を配置することで、話の種になったり、知識の場として機能するカウンセラーや教員に対して心理学の講演を行うことができる

学習スペース



警告反応期
ストレス状態が軽く、
自覚のない段階

抵抗期
ストレスに対して、
心やからだが
抵抗したり

反発したりする段階

疲弊期
心やからだが
疲れ切って

踏ん張れない段階

２階平面図　１：３００
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1F 2F

部屋の前に植物があることで落ち着くことができる

椅子やソファを様々な場所に設けている

南西から見る

カウンセリングが長引いてしまった場合、

どこで待てば良いのか分からない、することがない、という現状がある。

そこで、カウンセリング室の周辺に本などを読んで順番を待つことができる

個室の待合室や、少し疲れた時にカウンセリングをしない人でも利用できる

休憩室を設けた。また、その周りのソファや椅子でも休憩できる。

二階にはプライベートの個室を用意した。

また、一階の西にも個室のカウンセリングルームを設けている。

プライベート性を高めるため、出入口が正面に来ないように配置した。

体験

（オープン）

カウンセリング

（プライベート）

自分の心の状態や気分に合わせて居場所や相談する場所を選択することができる。

カウンセリングスペースをプライベートな部分とオープンな場所に分けることで、

より幅広い多くの人が長い期間利用することができる。

主に一階がグループカウンセリングや体験を行うスペースで、

二階が個人のカウンセリングスペースになっている。

家具の配置や、建具の材質を変えることで異なる空間を作っている。

自分のこころの状態に合わせて空間を選択する

南西からみる

南東からみる

北東からみる

体験やグループカウンセリングなど、比較的

オープンな活動を利用する人々の流れ

個人カウンセリング等の

比較的プライベートな活動を

利用する人々の流れ

導線をはっきりと区画することで、
様々な領域の人々が快適に過ごすことが

できるよう配慮した。

2階へ上がる階段は、

プライベート空間にのみ配置している

吹き抜けでつながっているので、

それぞれの雰囲気を感じることができる

階段を観客席にできるプレイスペース
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